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議 案 の 内 容

◆
障
が
い
者
の
福
祉
・
医
療
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
に
対
す
る
「
定

率
（
応
益
）
負
担
」
の
中
止
を

求
め
る
請
願

〈
請
願
事
項
〉

施
設
利
用
者
に
対
し
て
は
、

「
定
率
（
応
益
）
負
担
」
以
外

に
、
食
費
等
が
全
額
自
己
負
担

と
な
り
、「
補
足
給
付
」
な
ど

の
措
置
が
あ
っ
て
も
負
担
の
不

安
は
解
消
さ
れ
ず
、
退
所
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
問
題
も
う
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
で

「
地
域
移
行
」
さ
れ
る
こ
と
は

大
き
な
問
題
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。「
定
率
（
応
益
）

負
担
」
制
度
の
導
入
は
、
障
害

者
の
生
活
実
態
と
は
相
容
れ

ず
、
な
に
よ
り
も
社
会
福
祉
の

理
念
を
根
底
か
ら
否
定
す
る
も

の
で
す
。
な
ぜ
障
が
い
者
の
サ

ー
ビ
ス
利
用
が
「
益
」
な
の
か
、

納
得
で
き
る
説
明
が
な
い
以

上
、
こ
の
負
担
制
度
の
抜
本
的

な
見
直
し
が
必
要
で
あ
り
、
と

り
わ
け
以
下
の
事
項
を
早
急
に

具
体
化
さ
れ
る
よ
う
、
地
方
自

治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
、

国
へ
の
意
見
書
の
提
出
を
要
望

千
円
を
追
加
し
、
収
益
的
支
出

予
算
の
総
額
を
11
億
３
千
２
６

７
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
主
な
も
の

・
消
火
栓
維
持
管
理
費

１
９
０
万
円
増

◎
資
本
的
収
入

既
定
の
予
算
に
２
万
８
千
円

を
追
加
し
、
資
本
的
収
入
予
算

の
総
額
を
８
千
９
４
８
万
１
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
主
な
も
の

・
広
域
化
対
策
出
資
金
増

◎
資
本
的
支
出

既
定
の
予
算
か
ら
26
万
７
千

円
を
減
額
し
、
資
本
的
支
出
予

算
の
総
額
を
２
億
４
千
５
２
３

万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
主
な
も
の

・
４
月
の
人
事
異
動
等
に
伴
う

人
件
費
減

請
　
　
　
願

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

１．

福
祉
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
に
対
す
る
「
定
率
（
応
益
）

負
担
」
は
中
止
す
る
こ
と
。

２．

と
り
わ
け
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
か
ら
の
利
用
料
徴
収
は

早
急
に
中
止
す
る
こ
と
。

３．

施
設
利
用
者
に
対
す
る
食

費
・
水
光
熱
費
等
の
全
額
自
己

負
担
は
中
止
す
る
こ
と
。

石
橋
輝
勝
議
員
は
、
11
月
26

日
執
行
の
八
街
市
長
選
挙
立
候

補
の
た
め
、
11
月
19
日
を
も
っ

て
議
員
辞
職
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
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辞
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